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のロマン
ひそむ古代

都会に
都会にひそむ
古代のロマン

　港区に本格的な稲作農耕文化が伝わった

のは、今からおよそ２千年前、弥生時代中

期のことです。その後、国家が形成され、

公家政権が国を動かし、やがて武家政権に

変わっていく頃まで、時代名称でいえば、

弥生時代から平安時代の終わりまでを、こ

こでは古代としておきましょう。

　弥生時代の人々は初め、どちらかと言え

ば海岸寄りの高台に集落を営みました。三

田台の辺りです（→７ページ）。時代が下

るにつれ、彼らが活動する場所は内陸へ入

り込んでいきます。麻布台や赤坂台では、

卑弥呼が活躍した３世紀の遺跡が10ヵ所

程発見されています。もちろん、三田台や

高輪台といった海岸寄りの高台にも集落は

形成され続けます。

　次いで古墳時代には、４世紀の終わり、

もしくは５世紀の初めの頃、現在の芝公園

に南武蔵で最大級の前方後円墳といわれて

いる芝丸山古墳が築造されます（→4ペー

ジ）。港区には20基の古墳が存在したと

されていますが、形状その他がある程度明

瞭な、現在でも築造当時の姿を髣髴とさせ

る古墳は、芝丸山古墳をおいて他にありま

せん。その芝丸山古墳の周辺にはかつて、

10基余の円墳が点在していました。これら

の古墳は、いずれも江戸時代以降の土木工

事等によって消え失せてしまいました。

　ところで、三田台から高輪台にかけて、

古代の官道が通じていたとする説がありま

す。このことを裏付けるかのように、聖坂

上から二本榎通り沿いにかけて、弥生時代

から平安時代の遺跡が点々と発見されてい

ます。この付近を通って、父親の赴任先で

あった上総国（現千葉県）から、父親と共

に帰京したといわれている一人の女性がい

ました。『更級日記』の作者菅原孝標女で

す。時は11世紀前半、平将門の乱からお

よそ1世紀、藤原北家が強大な勢力をもち

貴族政治が発達する中、国風文化の創造が

始まった時代でした。『更級日記』は作者

の回想録ですが、ここに記された竹芝寺の

故地を、今の亀塚（→７ページ）・済海寺

（→39ページ）付近と見る向きがありま

す。

　麻布もまた、区内で古くから開かれた土

地の一つです。平安時代前半に創建された

とされる善福寺（→８ページ）、平将門と

の因縁が考えられる麻布氷川神社（→８

ページ）など、港区の古代史をつづる上で

不可欠な史跡・旧跡が少なくありません。

　古代の港区は、未だ謎に富んだ世界で

す。少し想像をたくましくしながら、古代

の史跡・旧跡をめぐってみませんか。新た

な発見があるかもしれません。

すがわらたかすえのむすめ
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烏森神社
 新橋２－１５－５　　　　　　　

　　　　 

芝丸山古墳
内園公芝立都　８－４園公芝  　　

　　　　 

都会にひそむ古代のロマン

　神社の伝承によれば創建は天慶３年

（940）にさかのぼるそうです。武士同士

の争いが続く関東では、天慶２年（939）

に平将門が兵を挙げ関東８ヵ国を制圧しま

す。乱の鎮圧を命じられたのが平貞盛と、

むかで退治の伝説で著名な「俵藤太」こと

藤原秀郷でした。秀郷がある稲荷社に戦勝

祈願したところ、白狐が現れ白矢を与えま

した。秀郷はその矢をもって将門を討ち取

ることができたので、お礼に建立したのが

烏森神社だといわれています。これはあ

くまで伝説ですが、享徳４年（1455）に

鎌倉公方足利成氏が出した戦勝祈願の文書

が残されていますので、遅くとも室町時代

にはさかのぼります（文書は非公開です）。

また、貞享４年（1687）の地誌『江戸鹿

子』によれば、元暦元年（1184）に秀郷

の子孫下河辺行平が寄進した鰐口（鉦のよ

うな銅製の仏具）があったそうです。

　全長100ｍをこえる都内最大級の前方

後円墳です。標高約16ｍの台地の端にあ

り、５世紀ごろの築造と考えられていま

す。江戸時代の増上寺の建立や近代以降の

開発によって、かなり原形が損なわれて

います。明治31年（1898）、東京帝国大

学（現東京大学）の坪井正五郎（1863～

1913）により発掘調査が行われ、埋葬施

設が失われていたことがわかりました。ま

た、以前は周辺に10基の円墳群があり、

前方後円墳に関係するものと考えられてい

ましたが、戦後に行われた明治大学の調査

によって、両者の築造時期がかなり離れ

ており、円墳群の方が200年ほど新しいこ

とがわかりました（円墳群は今はありませ

ん）。現在、古墳の裾近くに碑と説明板が

建っています。 

からすもりじんじゃ

かね



5

増上寺
ぞうじょうじ

広重　東都名所　芝神明増上寺全図

　江戸の寺院の中で最も大きく、格式が

高かったのが、上野の寛永寺と芝の増上

寺です。この２つの寺院には徳川将軍家

の墓所が造営され、増上寺には徳川将軍

15代のうち、２代秀忠、６代家宣、７代

家継、９代家重、12代家慶、14代家茂の

６人が葬られています。

　江戸時代以前の増上寺については詳し

いことはわかっていませんが、室町時

代に真言宗から浄土宗に改宗したようで

す。また、もとは今の千代田区麹町・紀

尾井町のあたりにあり、徳川家康が江戸

に入府した時にたまたま門前を通りかか

り、住持の源誉存応に会い、これがきっ

かけで菩提寺となったといわれていま

す。その後、日比谷に移り、慶長３年

（1598）に家康の命によりこの地に移り

ました。

　現在の芝公園はほぼ昔の増上寺の境内

にあたり、数多くの文化財がありました。

東京大空襲でほとんど焼失してしまいま

したが、三解脱門（国重要文化財）など

は戦禍をまぬがれ現存します。

※令和6年秋より、修復工事のため、拝観でき
ないこともあります。工事完了は、令和14年

11月頃の予定です。

歴史にツボる、
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都会にひそむ古代のロマン

郷土歴史館

 
　港区立郷土歴史館は、昭和13年（1938）

に竣工した旧公衆衛生院の建物を耐震補強

やバリアフリー化を行い、がん在宅緩和ケ

ア支援センター、あっぴぃ白金台、白金台

学童クラブ、白金台区民協働スペース、白

金台駅自転車駐車場との複合施設として、

改修工事を行いました。

　中央階段や旧講堂、照明器具など、建物

のいたるところに、旧公衆衛生院当時の面

影が残っています。

　郷土歴史館の展示室は、無料ゾーンの港

区のあらましを紹介するガイダンスルーム、

実物の資料を触ることができるコミュニ

ケーションルームのほか、港区のテーマに

沿った展示を行う有料の常設展示室、期間

を定めて開催する特別展示室が整備されて

います。　

　また、ミュージアムショップやカフェ

を設置しており、誰もが利用することが

可能です。

時　　　間：日曜日～金曜日、祝日
　　　　　　9：00～17：00
　　　　　　土曜日9：00～20：00
休　館　日：第３木曜日、年末年始(12 /29～1/3 )
　　　　　　臨時休館日、特別整理期間
料　　　金：常設展は大人300 円、小中高生100 円、
　　　　　　未就学児無料
　　　　　　区内在住の 65 歳以上、区内在住、在学の
　　　　　　小中高生等無料(証明するもの持参)
　　　　　　特別展・企画展は、展示ごとに設定
問い合わせ：0 3 - 6 4 5 0 - 2 1 0 7

 

 白金台４－６－2　　　　　　　　

高輪海岸
たかなわかいがん

※画像は港区立郷土歴史館提供

　現在の第一京浜国道は江戸時代には東

海道として知られており、海岸を通る主

要道路でした。浮世絵に当時の賑やかな

東海道の様子が描かれています。

歴史にツボる、
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亀塚
　　　　三田４-１６-２０　亀塚公園内  

三田台公園
 三田４－１７－２８　　　　　　

 

　現状で直径約30ｍ、高さ約4ｍの円形の

塚で、古墳の可能性も指摘されていますが

断定はできていません。周辺の地域からは

古代の住居跡や貝塚が発見されており、公

園内からも弥生時代の集落跡が発掘されま

した（亀塚公園遺跡）。江戸時代に入ると、

ここは上野沼田藩土岐家の下屋敷となりま

した。山頂には寛延３年（1750）に藩主

頼熈が建てた亀山碑が残されています。亀

塚と済海寺の一帯は、平安時代に菅原孝標

女が記した『更級日記』に登場する竹芝

寺の跡地といわれており、亀山碑にもこの

ことが刻まれています。また、文明年間

（1469～87）には江戸城の城主太田道灌

がここに斥候（見張り）を置いたともいわ

れています。亀塚の由来や亀山碑について

は、江戸時代後期の地誌『江戸名所図会』に

も記されていますので、この頃には広く知

られた存在であったようです。 

　ここから100ｍほど南東の地点（三田４

－19－15 NTTデータ三田ビル本館）にお

いて、昭和53年（1978）７月から約１年

半かけて発掘調査が行われました。遺跡か

らは、江戸時代の犬・猫の墓石・供養塔、

古墳・奈良・平安時代の竪穴住居跡、弥生

時代中期の方形周溝墓（方形に溝をめぐら

せ、内側に盛り土をしてつくられた墓）、

縄文時代後期の貝塚と竪穴住居跡が順に重

なって発見されました。この遺跡は伊皿子

貝塚遺跡と名付けられ、貝層の断面と出土

品は郷土歴史館に保存・展示されています

（→6ページ）。三田台公園は港区で初めて

の遺跡公園として、貝層の断面と竪穴住居

を復元したレプリカを展示しました。ここ

では原始・古代の人々の生活の様子を知る

ことができます。

のむすめ
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都会にひそむ古代のロマン

麻布氷川神社
あざぶひかわじんじゃ

 元麻布１－４－２３
 

善福寺
ぜんぷくじ

１２－６－１布麻元  
 

　寺伝によれば天長元年（824）に空海が

開山したとされる港区を代表する古刹で

す。当初は真言宗の寺院でしたが、鎌倉時

代に親鸞が当寺を訪れた際、住持の了海が

親鸞に帰依し、浄土真宗に改宗しました。

善福寺を中心とした門徒集団を「阿佐布門

徒」といい、品川など江戸周辺に布教を進

め、南関東における浄土真宗の大きな拠点

となります。その後、江戸時代に入り、徳

川幕府から高10石の朱印地を与えられ、

江戸における一向宗の有力寺院として多く

の末寺を抱えました。

　都内最古とされるイチョウ（国指定天然

記念物）、木造了海坐像（国重要文化財、

非公開）、慶長12年（1607）に大坂八尾

の東本願寺八尾別院本堂を移築したとされ

る善福寺本堂（区指定文化財）など貴重な

文化財が残されています。

　麻布地域の惣鎮守です。天慶年間に

源経基が平将門の乱を平定するため関東

に下った時に創建したという伝承があ

ります。また、享保17年（1732）に書

かれた江戸の地誌『江戸砂子』や天保

５・７年（1834・36）に出版された地誌

『江戸名所図会』などによれば、文明年間

（1469～87）に江戸城の城主太田道灌が

勧請したという説も紹介されています。ま

た、創建当初は2,000坪の広大な境内地を

持っていたそうですが、増上寺の所領と

なったため、寛文２年（1662）にこの地

に遷ってきたといわれています。

　麻布氷川神社、善福寺のある元麻布から

南麻布にかけて、多くの古代の遺跡が発見

されています。
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原則的に一般公開されていませんが、その

ほかは見学できます（ただし、旧朝香宮邸

は現在改修工事中です）。このほか、近代

の代表的な財閥である岩崎家（三菱財閥）

の本邸に造られた庭園があります（→13

ページ）。この庭園は当時の第一級の造園

家である「植治」こと７代目小川治兵衛に

よって造られた代表的な近代日本庭園で

す。現在、国際文化会館の庭となってい

ますが、当時の姿とほぼ変わりありませ

ん。また、芝公園内に造られた渓流（→

12ページ）は近代公園行政の先駆者であ

る長岡安平の設計によるものです。都会の

中に浮かぶ静寂の空間でゆっくり過ごして

みるのもよいかもしれません。

迎賓館赤坂離宮

＊赤坂離宮は７～８月に事前申し込みにより参観でき
ます。詳しくは内閣府ホームページ（http://www8.
cao.go.jp/geihinkan/index.html）か電話（代表
03-5253-2111）にてご確認ください。

の旅
たどる時代

名園で
名園でたどる
時代の旅

03-3478-1111

う えじ

お が わ じ へ い

ながおかやすへい

　港区内には名園と呼ばれる庭園がありま

す。これらの来歴には大きく２つの流れが

あります。１つは江戸時代の大名庭園の系

譜を引くものです。江戸時代、現在の港区

域には大名屋敷がとても多くありました。

江戸城に近い場所には上屋敷（大名の当主

が住み、かつ藩の江戸における出張所の役

割を果たした屋敷）が立ち並び、広大な敷

地に庭園を築造する大名もいました。現在

も残る旧芝離宮恩賜庭園（→12ページ）

はそうした大名庭園の系譜を引く庭園です。

ここは江戸時代の前期に小田原藩の藩主大

久保家の上屋敷がおかれ、大久保氏はここ

に「楽壽園」という庭園を造りました。当時

のこの近辺は埋め立てられた臨海地域で、

池に海水を引き込み、潮の満ち引きで景

観を変えるなど、趣向を凝らした庭園で

した。また、現在の檜町公園（→13ペー

ジ）には江戸時代、長州藩毛利家の下屋敷

があり、ここには「清水園」という有名な

大名庭園がありました。現在、庭園そのも

のは残っていませんが、雰囲気を味わうこ

とができます。

　もう１つの流れは近代に造られた庭園

です。港区には旧芝離宮、旧朝香宮邸

（→14ページ、現東京都庭園美術館）、

旧有栖川宮邸（→14ページ、現有栖川宮

記念公園）、そして赤坂離宮と、離宮や宮

家の本邸が少なくありません。

　このほか、近代の代表的な財閥である岩

崎家（三菱財閥）の本邸に造られた庭園が

あります（→13ページ）。この庭園は当時の

第一級の造園家である「植治」こと７代目

小川治兵衛によって造られた代表的な近代

日本庭園です。現在、国際文化会館の庭と

なっていますが、当時の姿とほぼ変わりあ

りません。また、芝公園内に造られた渓流

（→12ページ）は近代公園行政の先駆者であ

る長岡安平の設計によるものです。都会の

中に浮かぶ静寂の空間でゆっくり過ごして

みるのもよいかもしれません。

事前申し込みにより参観できます。詳しくは内閣
府ホームページ（https://www.geihinkan.go.jp/
akasaka/）か電話（代表03-5728-7788）テレフォ
ンサービスにてご確認ください。


